
３

採
択
し
た
陳
情

不
採
択
に
な
っ
た
陳
情

委
員
会
付
託
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　

陳　

情

そのほかの議案・陳情はすべて、「全会一致」で可決・同意・採択・
委員会付託になりました。
議長は採決には加わりません。 ○：賛成　●：反対

議員名

議案陳情
八峰町議会議員の
定数を定める条例
の一部を改正する
条例制定

「原子爆弾被爆者
に対する援護に関
する法律」改正を
求める意見書採択
についての陳情

日本国憲法をいか
し、安定した雇用
の現実を求める陳
情

医療・介護など社会
保障の充実を国に求
める意見書提出を要
請する陳情書

 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●

 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

 ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ●

議
決
結
果

須
藤
正
人

芦
崎
達
美

鈴
木
一
彦

阿
部
栄
悦

佐
藤
克
實

山
本
優
人

福
司
憲
友

皆
川
鉄
也

腰
山
良
悦

門
脇
直
樹

丸
山
あ
つ
子

柴
田
正
高

見
上
政
子

松
岡
清
悦

人
事
案
件

陳　

情

可
決

不
採
択

採
択

不
採
択
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諸
費
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸

費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
保

険
給
付
費
の
追
加
、
償
還
金
、
操
出

金
、
予
備
費
の
追
加

●
平
成
25
年
度
八
峰
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

３
万
８
千
円
を
追
加
補
正

歳
出
の
内
訳
…
通
信
運
搬
費
の
追

加●
平
成
25
年
度
八
峰
町
沢
目
財
産
区

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

３
２
４
万
７
千
円
を
追
加
補
正

歳
出
の
内
訳
…
立
木
売
払
収
入
な

ど
を
、
関
係
地
区
に
交
付
す
る
も
の

●
平
成
25
年
度
八
峰
町
営
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
１
１
万
３
千
円
を
追
加
補
正

歳
入
の
内
訳
…
町
道
改
良
に
伴
う

水
道
管
移
設
工
事
補
償
費
を
追
加

歳
出
の
内
訳
…
一
般
管
理
費
の
追

加●
平
成
25
年
度
八
峰
町
営
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

１
９
３
万
５
千
円
を
追
加
補
正

歳
入
の
内
訳
…
歯
科
診
療
報
酬
収

入
を
追
加

歳
出
の
内
訳
…
主
に
歯
科
診
療
所

の
運
営
に
か
か
る
経
費
の
追
加

●
八
峰
町
沢
目
財
産
区
管
理
委
員
の

選
任佐

々
木
一
衛
氏（
目
名
潟
・
再
任
）

●
日
本
国
憲
法
を
い
か
し
、
安
定
し

た
雇
用
の
実
現
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
　
秋
田
県
労
働
組
合
総
連

合
　
議
長
　
佐
々
木
章
）

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

に
意
見
書
を
提
出

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実

現
と
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め

る
陳
情
書

（
提
出
者
　
秋
田
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会
　
執
行
委
員
長
　
中
村
秀
也
）

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

総
務
大
臣
、
秋
田
県
知
事
に
意
見
書

を
提
出

●
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情
書

（
提
出
者
　
秋
田
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会
　
執
行
委
員
長
　
中
村
秀
也
）

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
財
務
大
臣
、
秋
田
県
知
事
に
意

見
書
を
提
出

●
「
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
」
改
正
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

（
提
出
者
　
秋
田
県
原
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
　
会
長
　
小
山
春
雄
）

●
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
充

実
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提
出
を
要

請
す
る
陳
情
書

（
提
出
者
　
秋
田
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会
　
会
長
　
渡
辺
淳
）

●
「
特
定
秘
密
保
護
法
案
に
反
対
す

る
意
見
書
」
に
つ
い
て
の
陳
情
書

（
提
出
者
　
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

能
代
・
山
本
支
部
　
支
部
長
　
塩
谷

啓
一
・
能
代
市
平
和
委
員
会
　
代
表

委
員
　
北
川
智
彦
・
平
和
で
豊
か
な

能
代
を
つ
く
る
市
民
懇
話
会
　
代
表

世
話
人
　
吉
田
瑞
穂
）
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一 般 質 問

出
産
育
児
一
時
金
を

見
直
す
べ
き
で
は

質
問

現
在
、
出
産
費
用

は
42
万
円
の
定
額
だ
が
、
そ

の
費
用
が
定
額
内
で
収
ま
る

人
、
超
え
る
人
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
の
で
、
か
か
っ
た
費
用

分
の
み
全
額
支
給
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁
　
今
後
、
国
の
見
直

し
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

次
期
町
長
選
出
馬

へ
の
意
気
込
み
は

質
問

町
長
の
目
指
す
コ

ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
を
成
就
さ
せ
る
た
め

に
も
次
期
町
長
選
挙
出
馬
へ

の
意
気
込
み
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　
合
併
を
選
択
し
た

責
任
者
の
一
人
と
し
て
、
財

政
を
確
立
す
る
こ
と
や
、
事

業
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
、

合
併
後
10
年
の
総
括
を
し
な

が
ら
新
し
い
町
づ
く
り
の
基

礎
・
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
は

私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考

え
、
再
度
、
八
峰
町
前
進
の

た
め
町
政
の
舵
取
り
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

設
民
営
等
、
様
々
な
形
態
を

と
っ
て
い
る
。

現
在
直
営
だ
が
、
統
合
の

機
会
に
民
営
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

答
弁
　
公
営
、
民
営
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
現
時

点
に
お
い
て
保
護
者
や
地
域

と
共
に
、
保
育
を
推
進
す
る

こ
と
を
理
念
と
し
て
、
町
営

を
考
え
て
い
る
。

再
質
問

町
の
保
育
園
は

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
な
い
と
の
意
見
が
大
半
の

こ
と
か
ら
、
民
営
と
町
営
の

両
方
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
調
査

を
し
、
早
急
に
検
討
す
べ
き

で
は
。

答
弁
　
検
討
委
員
会
等
で

の
意
見
も
参
考
に
十
分
要
望

に
応
え
る
よ
う
な
内
容
に
努

め
た
い
。

再
質
問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
授
業

は
長
い
期
間
を
要
す
る
の
で

財
政
的
な
面
に
つ
い
て
、
今

後
、
国
や
県
の
予
算
の
見
通

し
は
あ
る
の
か
。

答
弁（
教
育
長
）
こ
れ
ら

の
関
連
事
業
に
国
で
は
平
成

24
年
度
〜
33
年
度
ま
で
の
10

年
間
で
総
額
８
０
０
０
億
円

の
地
方
交
付
税
を
措
置
し
て

お
り
、
当
町
に
入
る
交
付
税

は
約
５
０
０
万
円
と
な
る
が

新
た
な
状
況
を
期
待
し
て
い

る
。再

質
問

先
生
方
の
転
勤

先
の
学
校
す
べ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
や
る
の
か
知
ら
な
い

が
、
八
峰
町
内
に
い
る
先
生

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
先
生

方
全
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

必
要
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の

財
政
面
の
支
援
に
つ
い
て
の

県
の
考
え
は
。

答
弁（
教
育
長
）
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
力
を
入
れ
て
い
く
考

え
だ
が
、
財
政
支
援
は
現
在

な
い
。

今
後
の

子
ど
も
園
の
運
営
は

質
問

近
隣
町
村
で
は
公

質
問

全
国
で
先
駆
け
て

当
町
が
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
現
場
の
課
題
と
、
現
在

４
人
の
支
援
員
で
小
中
学
校

を
指
導
し
て
い
る
が
、
今
後

も
支
援
員
の
確
保
は
出
来
る

の
か
。

答
弁（
教
育
長
）
先
生
方

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向

上
も
課
題
だ
が
、
ま
ず
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
敷
居
を
低
く
す

る
こ
と
。
安
心
し
て
指
導
出

来
る
環
境
づ
く
り
を
先
進
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
課

題
で
あ
る
。

支
援
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
実
証
実
験
は

今
年
度
で
最
後
だ
が
引
き
続

き
要
望
す
る
と
共
に
県
の
事

業
も
終
了
す
る
平
成
26
年
度

以
降
も
継
続
の
要
望
を
し
て

い
く
。

松岡　清悦 議員

ＩＣＴ教育先進地としての　
　　　　　　　現場の課題は

現在建設中の子ども園
（平成25年12月撮影）


